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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
房室結節近傍や His束近傍の上室性頻拍を大動脈無冠尖から高周波アブレーションを
行った報告が散見されるが､洞調律中および頻拍中の無冠尖での電位についての十分な検
討は行われていない｡本研究では洞調律および頻拍中の無冠尖での電位の記録について検
討を行った｡無冠尖では心房､心室の両方の電位の記録がされた｡洞調律中は心房電位が
心室電位に比べて有意差をもって大きく記録された｡20名の対象患者での検討では､無
冠尖の心房電位は心室電位より有意差をもって大きく､His束電位記録部位と無冠尖との
距離は9.2±4.4mmであった｡15%の患者で小さなHis束電位が無冠尖で記録された｡
このような電位の特徴を利用して無冠尖-正しくカテーテルを配置することが可能で
あることを示した価値ある業顔である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると静める｡
